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研究成果の概要（和文）：本研究は、新出土文献を用いて中国古代思想史を再構築するものである。具体的には、上海
博物館が所蔵する戦国時代の竹簡（上博楚簡）に含まれている春秋戦国時代の南方地域「楚」の国の故事（楚国故事）
を研究対象とし、その内容と思想的特色を解明した。その結果、楚国故事は、楚の太子や王族貴族を対象とした教訓書
である可能性を指摘した。研究の過程では、中国の博物館や研究機関に赴いて竹簡の実見調査や現地研究者との学術交
流を行った。また、研究成果は国内外の学会・研究会や研究誌等において発表した。

研究成果の概要（英文）：This study is trying to rewrite the ancient Chinese intellectual history with the 
newly unearthed literature. Specifically speaking, to focus on the stories about the south state Chu 
during the Spring and Autumn States period and Warring States period, which have been written on the 
bamboo strips cached in Shanghai Museum, in order to probe their contents and characteristics as 
ideological texts. It is quite possible that these stories were collected as sermons for princes or other 
royalty of the Chu state. In order to investigate the bamboo strips thoroughly and communicate with the 
editors and other scholars, I have visited some museums and research institutions in China several times, 
and presented my papers at academic conferences and in journals both domestic and overseas.
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１．研究開始当初の背景 
20 世紀後半以降、中国各地で中国古代思想

史の空白を埋める竹簡資料が相次いで発見
されている。特に劇的な事態をもたらしたの
は、1993～1994 年に発見された郭店楚墓竹簡
（郭店楚簡）・上海博物館蔵戦国楚竹書（上
博楚簡）、2008 年に発見された清華大学蔵戦
国竹簡（清華簡）などのいわゆる「新出土文
献」である。これらは戦国時代中期に書写さ
れた竹簡であり、経書、史書、諸子百家に関
わる文献や、春秋戦国時代の各国の故事など
多様な内容が含まれている。新出土文献は世
界的に注目されており、各国で盛んに国際学
会が開催され、学術雑誌や研究機関のウェブ
サイトに次々と研究論文が発表されている。 
筆者はこれまで、〈伝世文献に新出土文献

を加えた総合的考察〉という手法を用いて研
究を進めてきた。その主な対象は 2001 年に
公開が開始した上博楚簡であり、『魯邦大旱』
『競建内之』『鮑叔牙与隰朋之諫』『姑成家父』
といった春秋時代の魯・斉・晋に関わる文献
や、『申公臣霊王』『命』『成王為城濮之行』
などの楚国故事を取り上げ、釈読の提示や内
容の分析を行ってきた。また、2011 年 11 月
から 1年間、出土文献専門の研究機関、武漢
大学簡帛研究中心において在外研究を行っ
たことを契機に、多くの海外研究者と交流し、
国際学会での口頭発表や国外の学術誌での
論文掲載など、国際的な水準で研究活動を行
ってきた。さらに、2008 年から毎年、中国出
土文献研究会（代表：湯浅邦弘教授・大阪大
学）の学術調査に参加し、上海博物館や清華
大学・北京大学などに赴いて竹簡の実見調査
を行っている。 
このように研究を遂行する中で、楚国故事

の多様性が明らかとなってきた。楚国故事に
は歴代の楚王や臣下が登場するが、伝世文献
には見られない内容や、類似した話でありな
がら結末が異なるものなどが含まれている。
先行研究において、楚国故事は楚の太子や王
族貴族の教育用に書かれた教戒書であると
の見解が提示されている。ただし、たとえば
『命』は、楚王は登場せずに臣下同士の会話
のみで成り立っており、また『成王為城濮之
行』は、楚王とその臣下が登場するものの、
王や臣下の規範が明確に示されているわけ
ではない。そのため、楚国故事の性質や成立
の目的などについて改めて検討する必要が
あるとの考えに至ったのである。 
 
２．研究の目的 
本研究は、中国の新出土文献を用いて中国

古代思想史を再構築するものである。上海博
物館が所蔵する戦国時代の竹簡「上博楚簡」
には春秋戦国時代の南方地域「楚」の国の故
事（楚国故事）が多数含まれており、伝世文
献には見られない内容も含まれている。そこ
で、本研究は、 

(1)最新の古文字学研究の成果を取り入れ
つつテキストを確定し、 

(2)関連する伝世文献や出土文献と比較し
ながら研究し、中国古代思想史を再構築
する。 

(1)については、新出土文献は秦の始皇帝
が文字を統一する前に使用されていた文字
で記されており、難読箇所が多く存在するた
め、古文字学的検討を行ってテキストの確定
作業を行う。 
(2)については、楚国故事に見える国家の

運営や王権の存続といった政治思想に関わ
る問題を中心に考察する。特に、上博楚簡第
九分冊所収の楚国故事『邦人不称』『陳公治
兵』を主な研究対象とし、『春秋左氏伝』『国
語』『史記』などの伝世文献や関連する他の
出土文献との比較を通して、楚地域における
思想的特色を解明する。 
 
３．研究の方法 
(1)研究方法 
新出土文献を研究するにあたって基礎的

かつ重要な作業は、テキストの確定である。
現在公開されている戦国時代の竹簡は戦国
古文字で記されているため、難読箇所が多数
存在し、その解読には古文字学の方面からの
検討が必須となる。また、竹簡が誤って排列
されているものもあり、排列を検討して確定
する必要がある。そこでまず、各文献の竹簡
排列と文字認定の問題を解決し、テキストを
確定して、訳注（釈文・訓読・日本語訳・語
注）を作成する。 
テキストを確定した後、内容の検討に入る。

楚国故事の内容は、主に国家の運営や王権の
存続などの政治思想に関わるものであり、こ
れまで十分にはわからなかった楚地域の思
想を窺い知ることができる。このような文献
は、どのような意図のもと、どのような人物
を対象として著作されたものなのか。また、
そこに見える思想は、中国古代思想史の中心
とされてきた「中原」と、どのような点が共
通し、どのような点が異なるのか。これらの
問題について、『春秋左氏伝』『国語』『史記』
などの伝世文献や、楚国故事と関連の深い他
の出土文献と比較し、その思想的特質を明ら
かにする。楚国故事を総合的に検討すること
ができれば、春秋戦国時代の楚の思想的状況
や思想史上の位置づけが明らかになり、中国
古代思想史の再構築につながると考えられ
る。 
 

(2)実見調査と学術交流 
 新出土文献には、難読文字や竹簡の写真図
では判読しがたい文字などが多々あるが、実
見調査を行うことにより、文字を確定するた
めの大きな手がかりが得られる。また、現地
研究者との学術交流を行うことで、竹簡の詳
細や今後の公開状況などの最新情報を入手
することができる。さらに、研究成果を国内
外で随時発表し、専門家と意見交換を行うこ
とにより、研究の精度を高めることができる。 
 



４．研究成果 
(1)主な研究成果 
研究期間中は、上博楚簡『邦人不称』、上

博楚簡『陳公治兵』、清華簡『封許之命』の
三篇を中心に研究を進めた。 
『邦人不称』は、春秋時代の楚の賢臣、葉

公子高（沈諸梁）に関する故事である。まず、
竹簡の排列・綴合・帰属の問題を検討した上
で本篇全体の釈読を提示した。続いて、本篇
のキーワードである「不称」を手がかりに、
本篇の全体構成と性質を明らかにした。その
結果、本篇では葉公子高が高く評価されてい
ることや、本篇も楚の太子や王族貴族を対象
とした教訓書の一種である可能性を指摘し
た。 
上博楚簡『陳公治兵』は、楚の戦争の状況

や軍隊の配置、敵軍の追撃を防ぐ方法などが
記されている文献である。その内容は伝世文
献には見られず、楚の軍事の実態が窺える資
料である。ただし、本篇の竹簡排列には問題
があり、難読箇所も多く存在する。そこで、
竹簡の排列案を検討して本篇の復原を試み、
本篇の内容について検討を加えた。その結果、
全体をおおまかに分類すると、楚の先王・先
君の戦歴、楚王と陳公との対話、具体的な兵
法の三つに分類できることが明らかとなっ
た。また、本篇全体を総合して排列すること
はできず、全てが『陳公治兵』の竹簡である
かどうかは疑わしいことを指摘した。 
清華簡『封許之命』は、2015 年 4月に新た

に公開された清華簡の第五分冊の一篇であ
る。本篇は、周初の許国封建に関する文献で
あり、周王が呂丁に寄贈した車馬や器物など
が詳細に記載されている。まずは研究の初歩
段階として文献解題を執筆した。今後はさら
に、西周金文などの関連資料と比較しながら
研究を進める予定である。 
このほか、共著『テーマで読み解く中国の

文化』では、「故事と歴史」と「年中行事」
を担当した。「故事と歴史」では、新出土文
献の最新の研究成果を踏まえながら、一般読
者に向けて、中国における故事集と歴史書に
ついて概説した。 
 
(2)実見調査と学術交流 
2014 年 9 月には甘粛省に学術調査に赴き、

秦代・漢代の簡牘資料（いわゆる西北簡）の
実見調査を行った。その際、簡牘の整理・保
存の状況や西北簡の性質などについて現地
研究者と会談することができた。また、2015
年 9 月には、北京大学・清華大学を訪問し、
北京大学が所蔵する漢代の竹簡と秦代の簡
牘（北大漢簡・北大秦簡）および清華大学が
所蔵する戦国竹簡（清華簡）の実見調査と、
現地研究者との会談を行った。実際に竹簡の
整理にあたっている研究者と具体的な内容
について討論することができ、非常に有益で
あった。 
さらに、「漢學」國際學術研討會（於台湾）、

東アジア文化交渉学会、中国出土資料学会、

漢字学研究会、「出土資料と漢字文化研究会」
主催シンポジウムなどの学会・研究会に参加
し、新出土文献の専門家と学術交流を行うこ
とができた。特に、2015 年 5月に参加した東
アジア文化交渉学会第7回国際学術大会にお
いては、筆者を含む若手研究者六名がセッシ
ョンを組んで研究発表し、意見交換を行った。
司会・コメンテーターは、出土文献研究の専
門家である谷中信一教授（日本女子大学）・
大西克也教授（東京大学）に務めていただい
た。関東・関西をそれぞれ研究拠点としてい
る若手研究者が一同に介した貴重な機会と
なった。また、筆者が所属する中国出土文献
研究会は定期的に研究会合を行っており、研
究期間中にも研究成果を随時発表し、研究の
問題点、解決すべき点などについて意見交換
を行うことができた。 
このほか、2015 年 11 月には、徐少華教授

（武漢大学）による楚の遠祖とその関連地域
についての研究発表（於大阪大学）の通訳を
務め、当該論文の日本語翻訳版を『中国研究
集刊』に投稿し、掲載が確定した。この論文
で取り上げられている清華簡『楚居』は、楚
の歴代君主の所在や国都の変遷を記した文
献であり、楚の歴史を知る上で重要な史料で
ある。楚の淵源を探る徐氏の研究論文を翻訳
したことは、筆者自身の研究にとっても有益
なものとなった。 
 
 (3)本研究の位置づけと今後の展望 
以上の研究成果から、現段階では、上博楚

簡の楚国故事の性質を以下のように結論づ
けている。楚国故事は、楚王の側に何らかの
過失・失敗があり、王の規範や禁忌などが示
されるというものが多い一方、臣下同士の対
話を中心に構成され、王を補佐すべき立場と
しての規範が示されているものもある。これ
らは楚の太子や王族貴族の子弟を対象とし
て教戒をまとめた故事集であり、教訓書とし
ての役割をもった文献であると推測される。
これまで教訓書といえば、前漢の劉向が編纂
した『新序』『説苑』『列女伝』がその代表的
書物であったが、戦国時代にはすでに教訓書
として意識的に編纂された故事集が存在し
ていたのである。 
研究期間中、想定外であったことは、上博

楚簡の続巻が公開されなかったことである。
そのため、上博楚簡の楚国故事全篇を検討し、
研究を総括することはできなかった。しかし、
その一方で、清華簡の続巻や北大漢簡などの
新資料が続々と公開された。その中で、「故
事」というものを今一度見直すべきではない
かと考えるようになった。たとえば、清華簡
には殷の伊尹に関する故事、北大漢簡には周
の訓誡に関わる書『周馴（訓）』など、注目
すべき文献が含まれている。また、北大秦簡
には女戒に関わる文献が含まれているとの
ことである。これらはいずれも伝世文献には
見られない内容を含んでおり、故事の多様性
を示すものとなっている。 



以上のことから、今後は、戦国竹簡・秦簡・
漢簡に見える「故事」類文献を総合的に検討
し、伝世文献との比較を通して、その変遷と
展開を明らかにしていきたいと考えている。 
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